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讃岐円座　～讃岐ブランドのさきがけ～ 西岡達哉
高松短期大学ビジネスデザ
イン学科講師

出土品や文献資料を手がかりとして、「讃岐円座」が古代から近世にかけての皇室、朝廷、貴族、大名の必需品として珍重され、全国に広く知られるブランド品に
なった足跡を辿ります。

再考。源平屋島合戦
　　　－屋島は本当に古戦場なのか－

西岡達哉
高松短期大学ビジネスデザ
イン学科講師

『平家物語』に記述のある源平合戦の戦場が「屋島」でなく「八島」であることに注目するとともに、考古学的な視点から現在の「屋島」が古戦場として妥当な場所か
否かについて再検討します。

“香川県の独立の父”中野武営を独立運動に駆り
立てた歴史的な背景

西岡達哉
高松短期大学ビジネスデザ
イン学科講師

中野武営は、香川県を愛媛県から分離したことで「香川県の“独立の父”」と呼ばれています。幕藩体制の“しこり”によって行き詰まっていた県の運営を打破しようと
した中野武営の労苦などに思いを馳せます。

古代の朝鮮式山城とは何か
－屋嶋城（やしまのき）vs.城山城（きやまのき）－

西岡達哉
高松短期大学ビジネスデザ
イン学科講師

古代の朝鮮式山城は、白村江（はくすきのえ）の戦い後に、国家防衛のために一斉に築城されたと言われてきました。屋嶋城と城山城の比較研究を通して判明した
朝鮮式山城の築城理由の真実に迫ります。

「讃岐三白」は明治中期の造語だった
ー「讃岐三白」誕生の真相ー

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

香川県の代表的な産物として、現在は「讃岐うどん」が大変有名となりましたが、かつては「讃岐三白」という言葉がよく使われていました。一般に江戸時代から讃
岐では「讃岐三白」が盛んに作られたと伝えられていますが、実はそうではなく、この「讃岐三白」という言葉が、一体いつ頃から使われ始めたのか、また、なぜその
頃から使われ始めたのか、などについて、その時代背景を含めて、皆さんとご一緒に考えてみたいと思います。

香川の特産品開発のヒント
ー将軍への献上品と讃岐の特産品ー

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

江戸時代には、各藩の大名が毎年季節を決めて領内の産物を将軍家に献上していました。これを「時献上」といって『大名武鑑』という書物にその産物名が記され
ています。また、江戸時代に編纂された『玉藻集』や『西讃府志』などの地誌類にも、野菜や果物など領内各地の特産品が載っています。これらを見ると、讃岐には
江戸時代にどのような特産品があったかが分かります。その中には、高松藩の三大名物野菜や平賀源内が絶賛した金毘羅生姜などがあって、讃岐の伝統野菜と
して「それだけじゃない香川県」の一つに挙げてもよい地域の宝物がたくさん出てきます。最後にうどんの話もします。

大名家の交友関係と武家儀礼
　　　　　　―高松松平家の場合―

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

江戸時代の大名の主な仕事に「公辺動向と内外交際」というものがあります。将軍家や幕閣の政治動向を的確に把握するために、普段から親しい内外の大名との
交際を通じて情報を収集しておく必要があったのです。高松松平家と親しい関係にあった大名家はどこか、また交際を深めるための献上・下賜儀礼や服忌葬送儀
礼はどのようにしたか、日本の贈答文化や饗応儀礼の源流を辿りながら、現代における儀礼の役割などについても一緒に考えていきたいと思います。

栗林公園の歴史と文化 溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

現在の栗林公園は、明治8（1875）年に県立公園として一般に公開され、昭和28（1953）年には国の特別名勝に指定されるなど、回遊式の大名庭園として今や日本
が世界に誇る観光地となっています。しかし、それ以前の歴史については、まだ分かっていないところがありますが、皆さんとご一緒に栗林公園の起源やその後の
変遷などについて史資料をもとに考えてみたいと思います。

「高松城下事件簿」にみる江戸時代の高松城下
町

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

「高松藩御令條之内書抜」（讃岐高松藩初代藩主松平頼重～９代松平頼恕までの法令集）を通して、江戸時代の高松城下で、どのような事件が起こったか、また、
当時の城下町の成り立ちや社会の仕組み、城下町高松での武家・町人の暮らしぶりや風俗の様子等を皆様と一緒に探ってみたいと思います。

人はなぜ贈り物をするのか
ー中世讃岐武士の贈答文化事例を中心にー

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

中世社会の特質は、分権的・多元的で絶対的な優位性を持つ支配者が存在しなかったことで、それ故に贈答儀礼が最も肥大化した時代だといえます。その中で讃
岐の武士たちは、在地寺社の法会等の仏神事を通じて連歌・猿楽・白拍子・鷹・特産品など様々な贈答儀礼を行うことによって、在地支配の基礎となる族縁的（横
の）と主従制的（縦の）人間関係を構築していきました。讃岐の代表的な国人である安富・香川・香西・香川・秋山氏などの事例をもとに皆様と一緒に探ってみたいと
思います。

「香川県民の日」(分県独立記念日）の制定と「香
川県民歌」

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

今から136年前の1888年（明治21年）12月3日に、香川県は愛媛県から分離独立して全国で最後の県として誕生しました。この香川県の分県独立運動に尽力した中
野武営（たけなか）は、その功績によって「香川県独立の父」と呼ばれています。現在、全国では19都道県が「都道府県民の日（「県民の日」と通称）」を条例で制定
して記念行事を行っており、香川県でも12月3日を「香川県民の日（分県独立記念日）」を条例制定して県民意識の高揚と図ろうとしています。他県では記念行事の
中で県民統合の象徴としての県民歌が声高らかに歌われています。「香川県民歌」もそうなってほしいと願っています。

讃岐の相撲人と力士の歴史 溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

相撲の歴史は、古代は神事相撲、中世は武家相撲、近世は勧進相撲、近代は大相撲として発展してきた。相撲にはもともと魂鎮めの意味があり、讃岐における相
撲の初出は、『日本書紀』皇極元年（642）7月22日条に、百済王子翹岐を前に健児の相撲が行われたとある。平安時代には「相撲節(すまいのせち)」と称されて、毎
年諸国より多くの相撲人が召し集められて相撲と芸能が行われた。讃岐国の相撲人については、『権記』長徳4年（998）2月17日条に額田連光の名がみえる。鎌倉
時代には武人の間に盛行し、室町・戦国時代には「相撲取（すもうとり）」と呼ばれ、大名の邸内などで武士の身体の鍛錬のために相撲が取り入れられた。江戸中
期頃には勧進相撲や力士の呼称が定着し、讃岐の諸藩でも、特に丸亀藩主京極氏は相撲好きで知られた。近代には神風・琴錦・琴ｹ濱・若三杉・琴勇輝などが活
躍した。讃岐香川の相撲人と力士の歴史について皆様とご一緒に考えてみたいと思います。

高齢者への交通安全教育
        （歩行者編・ドライバー編）

正岡利朗 高松大学経営学部教授
香川県警では、交通安全教育に役立つ動画教材シリーズを作成しています。このうち高齢者用の教材としては、歩行者編、ドライバー編が制作され、この監修にか
かわっていますのでこの教材を用いた講義をすることができます。教材中には、「体操コーナー」等もあるので、講義室は、立ち上がって動ける程度のスペースをお
願いします。

運転についてのマナーアップ教育 正岡利朗 高松大学経営学部教授 悪いといわれている香川県の交通のマナーをどうすれば改善できるのか考えましょう。
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特別支援教育って何？ 山口明乙香 高松大学発達科学部教授 特別支援教育のことをちょっとのぞいてしてみませんか。地域の特別支援教育の仕組みや子どもたちのことについて学べます。

心

理
コミュニケーション力を高めよう 織田幸美 高松大学発達科学部講師

コミュニケーション力を高めるためには、適切な社会的スキルを身につけることが大切です。行動理論をもとにして「話す・聴く」「心を伝える」などの上手な対人スキ
ルを考え、体験しながら「人と上手につき合うコツ」を学んでいきます。
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コーチングにおけるコミュニケーション
～組織を活性化させよう～

花城清紀 高松大学経営学部准教授

一人ひとりが積極的に組織に関わっていき、常に活気に満ちあふれ結束力が高い組織と、一部の人しか組織に関わらずストレスがたまり、消極的な言動が多々見
られるような組織のどちらが高い力を発揮して結果を出すことができるでしょうか？多くの人が前者の組織を選ぶと思います。本講座では、前者のような強い組織を
つくるためのコーチングの技法について説明していきます。また、コーチングにおいて欠かすことのできない多様な人々との的確なコミュニケーションについて学ぶ
とともに、リーダーシップあるいはフォロワーシップを発揮することで高い力を発揮できる組織を形成していく能力を身につけます。

地
学

隕石から探る太陽系の起源 糸目真也 高松大学発達科学部准教授 太陽系の８つの惑星と小天体を紹介しながら、隕石をキーワードに太陽系形成のシナリオについて探求します。
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「こんぴらさん」はどう歌われてきたか
ー金毘羅信仰とこんぴら庶民歌謡ー

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

「歌は世につれ、世は歌につれ」と言われるように、江戸時代の流行唄も時の政治や生活文化、時代の雰囲気などに影響を受けてきました。今回は、金毘羅
信仰が江戸庶民歌謡の中でどのように取り上げられ、時代とともにその性格を変化させていったかを辿ってみたいと思います。例えば、十返舎一九の『東海
道中膝栗毛』には、明和・安永期に江戸で大流行した「金毘羅節」の一節が出てきます。このほか「金毘羅天狗の唄」「金毘羅願掛け唄」「銀のぴらぴら」な
ど、「金毘羅船々」以前にも数多くの金毘羅庶民歌謡があったことが分かっています。

讃岐香川ではどんな歌が歌われてきたのか
ー讃岐香川のご当地ソングと庶民歌謡史ー

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

NHK連続テレビ小説「エール」のモデルとなった作曲家古関裕而さんの作品が香川県内に存在します。昭和24年の観光高松大博覧会PR曲「高松夜曲」と昭
和26年制定の香川県立善通寺第一高等学校の校歌です。このように讃岐香川にはあまり知られていませんが、良い歌がたくさん残されています。古代から
現代まで私たちの先輩たちが口遊んだ庶民歌謡の数々を皆さんとご一緒に辿ってみたいと思います。いわば「庶民歌謡でたどる讃岐香川の歴史」です。

讃岐の遊芸と讃岐諸藩の遊芸対策 溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

江戸時代には、各身分・格式に応じて遊芸が流行したが、各藩ではこれを取り締まるために様々な対策を行った。①武士の能、②町人の三味線、③農民の
盆踊りなどはそれぞれの特徴的な遊芸であったが。為政者は特に②、③に対して度々禁令を出すなどして、その行き過ぎを警戒している様子が窺える。讃岐
諸藩における遊芸対策の具体例をもとに、讃岐における遊芸の発達について皆様とご一緒に考えてみたいと思います。

死生学からみた「この世」と「あの世」 溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

人の「死」をどう考え、どう取り扱ったかをみれば、その社会の仕組みやものの考え方がよくわかると言われます。江戸中期以降、重要な人物の死に際して、
領内に火ノ元を入念にするとともに、鳴物・普請・高声・殺生禁断・魚鳥売買が停止され、同じ名前の呼び名や文字が禁止されるなど諸事に渡って穏便・遠慮
令が出されたのはなぜか。また服忌令で喪に服すべき親族の範囲と期間が定められ、先祖祭祀や墓石建立が盛んとなったのはなぜかなど、「この世」と「あ
の世」を結ぶ葬送儀礼や先祖追善供養儀礼などについて一緒に考えていきたいと思います。

名前と何か（日本人の名前学）
ー名前に刻まれた日本の歴史と文化ー

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

源義経は、父義朝の九番目の男子だったので「九郎判官義経」と呼ばれました。それでは屋島の源平合戦で扇の的を射落した那須与一は、那須の豪族資
隆の何番目の男子だったでしょうか？正解は十一番目です。「与一」の与は余りという意味で、＋一で「与一」と名乗ったのです。この調子で続けると、十二番
目以降は「与（余）次郎」、「与（余）三郎」となります。歌舞伎演目で有名な「お富与三郎（切られ与三）」の「与三郎」は十三男ということになります。このような
名前のつけ方を「輩行名（はいこうめい）」と言います。日本人の名前の歴史について、ご一緒に考えていきましょう。

人生の三感王をめざして、四恩を忘れずに
ー超高齢社会の生き方で大切なことー

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

日本は世界に先駆けて超高齢社会となり、これまでとは違った新しい高齢者像や生き方が求められています。生涯発達心理学を提唱したバルテスの「人生
第4期論」や発達心理学者エリクソンンの「心理社会的発達理論の第9段階」、社会老年学の創始者トーンスタムの歳を重ねるほど幸福感が増すという「老年
的超越」、ユネスコ21世紀教育国際委員会バロール報告の「学習の４本柱」などを例に、これからのシニア層の生き方と共に学ぶことの大切さについて、皆
様とご一緒に考えていきたいと思います。

大衆長寿時代における高齢期の課題
ー人はみな馴れぬ齢を生きているー

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

超高齢社会が到来し、大衆長寿時代を迎えた日本では、現在、高齢期の生き方について様々な課題（健康、お金、楽しみ、相続など）が指摘されています。
そこで、これまでの高齢者の歴史と新しい高齢者像の違い、人の生涯モデルの研究、大衆長寿時代における高齢期の課題、超高齢社会の生き方とシニア
（高齢者）が学ぶことの意味、高齢者の学びの特徴と高齢者の学習理論などについて、皆さんとご一緒に考えてみたいと思います。

先人の人生訓に学ぶ 溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

超高齢社会を迎え、先進諸国では①人生（の意義）とは何か。②幸福とは何か、などについての研究が進んでいるが、先人の人生訓に学ぶことも多い。欧米
ではヒルテイ・アラン・ラッセルの3大幸福論、中国では『菜根譚』、日本では貝原益軒の『養生訓』や橘曙覧の『独楽吟』などがよく読まれている。また百寿者
から学ぶ健康長寿法も参考になる。世界中の先人たちが残した人生訓・格言・名言などについて、皆さんとご一緒に学んでいきたいと思います。

讃岐の鷹狩はどこで行われたか
ー讃岐の鷹匠と鷹狩文化の歴史と文化ー

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

古代日本では鷹は「魂の鳥」、中世には「仏神の化身」として神前に据える「神鷹」の思想が生まれた。鷹狩は「遊猟」（みかり）と読まれる神儀式であり、国家
主権の一部として鷹の雛採取権と山林支配権は天皇家にあったが、中世以降、武家政権に継承されていった。讃岐の中世武将の中には香川・香西・安冨・
秋山・多田氏や多度津雅楽助・大林三郎左衛門・羽床伊豆守政成などが鷹の道に通じており、近世には鷹匠として生駒・松平氏などの家臣団に編制され明
治維新まで活動していた。このように、かつて盛んであった讃岐の鷹狩文化について、皆様とご一緒に探ってみたいと思います。

初代高松藩主松平頼重はなぜ鵜飼と鷹狩に熱
心だったのか

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

初代藩主松平頼重の行動は、『英公日暦』などの日記・実録類に記録されており、その中で目立つのが、「遊猟」や「舟遊」などの鵜飼や鷹狩が多いことであ
る。なぜ松平頼重がそれらを多く行ったのかを、頼重の行動特性とともに、その行為の背後にある政治文化的意義や讃岐の地域社会との関係にも触れなが
ら、それらが領主権力の確立や幕藩制的秩序の構築に果たした役割や機能について考え、頼重のように国替によって新領地に着任した大名が、どのように
して領域を掌握し、領国支配の正当性を浸透させて、藩政の基礎を作っていったかを、皆様とご一緒に探ってみたいと思います。

高松藩の鵜飼と鮎の文化 溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

旧高松藩領内には鵜や鮎に因んだ地名が多く残っており、古くから鵜飼や鮎漁が行われていたことを窺わせる。高松藩の鵜飼と鮎の文化については、まだ
詳しい研究はなされていない。ここでは、高松藩初代藩主松平頼重の行動を記録した『英公日暦』や『英公実録』の記事を基に、近世前期における高松藩の
藩政と鵜飼・鮎文化との政治文化史的関係について皆様とご一緒に考えてみたいと思います。

讃岐の蹴鞠文化 溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

中世の武家政権は、自らの権力を荘厳化するために和歌や蹴鞠等の王朝古典文化へ接近して、それを希求していった。そして讃岐の武士は地域社会に対
して自らが室町殿と直結していることやその文化的な優越性を誇示することによって、自らを権威づけ、求心力を高めていったのである。 室町後期になると
蹴鞠会の主流が禁裏や室町殿から公家・武家の私邸に移行し、その傾 向は細川氏被官層の大量参入が見られる文明18年以降、武家鞠の時代となって一
層顕著となった。この頃から飛鳥井家は、蹴鞠に入門する人々に蹴鞠の伝書を発給し始め、香西氏の家臣「鴨井某」も免状を貰っている。戦国期には塩飽の
「福田又次郎」邸で蹴鞠が行われ、金毘羅でも長宗我部氏や金光院住職が蹴鞠が行われている。近世には生駒氏・松平氏が飛鳥井家から免状を貰って蹴
鞠を行い、近代になると金毘羅に京都（蹴鞠）文化が移入されて蹴鞠保存会が設立され、現代にはそれが香川県無形文化財に指定され、全国的に貴重な行
事として現在でも行われている。

地域住民ガイドが案内する
「まちあるき・しまあるき」の楽しみ方

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

香川県内の各地域にはそれぞれ独自の歴史や文化が根付いています。「まちあるき・さとあるき」の楽しみは、小さな旅で大きな発見ができるところです。現
地を実際にあるいてみると、今まで気づかなかったことに出会ったり、新しい発見があります。例えば、中世讃岐の湊町には、それぞれ違った成り立ちがあり
ますが、共通したところもあります。これら各地域の町発展の歴史的経緯を知ることで、現在、衰退しつつある地方都市や地域社会の活性化や地方創生に
活かせるのではないかと思い、皆様とご一緒に紙画面上で県内各地域の「まちあるき・さとあるき」をしてみたいと思っています。

字・コミュニテイ史誌編さんは地域づくりに役立つ
ー地域の過去・現在・未来をつなぐー

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

人口減少時代を迎えて、香川県内でも住民同士の人間関係が希薄化し、地域組織や地域行事等の地域活動も維持しかねている地域の現状が続いている。
このような現状と課題解決のために地域住民が主体となって住民に身近な字（あざ）史誌やコミュニテイ史誌の編さん活動を通じて、「地域を深く知り、地域に
愛着・誇りをもつ住民づくり」と「住民が主体となった地域づくり」に成果を上げている地域を紹介するとともに、これからの地域づくりに大切なものは何かにつ
いて、皆様とご一緒に考えてみたいと思います。

文
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文化財でたどる
　　　　讃岐香川の歴史と文化

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

香川県内にはたくさんの文化財が残っています。その文化財を時代や地域ごとにたどって、皆さんとご一緒に「讃岐香川の歴史と文化」を訪ねてみたいと思
います。改めて郷土の文化財を一つひとつ取り上げて見てみると、その背後にふるさとの自然や風土、歴史や文化、ふるさとの先人たちの生活の様子などを
うかがい知ることができます。身近なところに意外な文化財があることに気がついたり、ふるさとや文化財に対する見方が変わったりして、よりふるさとに対す
る愛着が増すのではないかと期待しています。

世
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世界遺産と四国遍路とわが町の遺産 溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

現在、日本には26件の世界遺産がありますが、唯一四国だけ世界遺産がありません。そこで四国四県が合同で「四国遍路」の世界遺産登録に向けた取り組
みをしています。この機会に、そもそも世界遺産とは何かについて、皆さんとご一緒に考えてみましょう。世界遺産とは、ユネスコが行う３大遺産事業（①世界
遺産②無形文化遺産③世界の記憶）の１つで、世界の貴重な財産を人類の至宝として後世に伝えていく運動です。そして日本の世界遺産の背後には、日本
遺産・都道府県遺産・市町村遺産という様々な遺産のピラミッドが広がっていて、その原点には「わが町の遺産」や「わが家の遺産」があり、物や心を大切に
する精神にも繋がっています。

宗
教

讃岐で最初のキリシタンは誰だったのか？
ー讃岐とキリスト教との出会い・その後ー

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

フランシスコ・ザビエルの来日（1549年）から１世紀の間は「キリシタンの世紀」といわれ、日本にキリスト教が伝わり、日本の社会や文化に大きな影響（イベリ
ア・インパクト）を与えた。讃岐では、1574年に塩飽で最初のキリシタンが生まれ、1586年からは小豆島がキリシタンの島として知られるようになり、1606年頃
には讃岐本土沿岸部にもキリシタンが散見されるようになった。特に高松は四国のキリシタンの拠点として多数のキリシタンがいた。これに対して、幕府や諸
藩はどのような意図をもって取り締まっていったのか。その過程を追いながら、当時の社会情勢や讃岐とキリシタンとの関係を皆様と一緒に探っていきたいと
思います。

教
育

私たちは「郷土」をどう学んできたのか
ー香川県郷土教育史ー

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

香川県において、地域性を重視した教育が昭和初期の郷土教育運動を中心としてどのように行われてきたかを、その前史である江戸時代の地誌学習や後
史である昭和中後期の郷土学習・地域学習、平成期のふるさと学習、令和期のまちづくり学習などと関連付けながら、地域が重要視される現代社会の中で、
青少年期の学校教育のみならず、成人期の社会教育も含めて総合的に、今後、「下からの歴史学」という視点から、郷土（地域）をどう教え、伝えて行ったら
よいかをご一緒に考えてみたいと思います。

江戸時代の葬送儀礼はどのように行われたのか
ー讃岐の葬送儀礼の特色ー

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

人の死をどう考え、どう取り扱ったかを見れば、当該社会の仕組みや政治のあり方がわかる。特に為政者の死は支配秩序に混乱をもたらす極めて政治的な
出来事であったので、その対応の仕方（葬送儀礼等）の中には「死の政治学」ともいえる政治的な意図を読み取ることができる。その意味で「死の政治学」は
「生の政治学」でもあった。そのような死をめぐる政治や文化は体制の背後にあって、体制を支えているもので、幕藩領主はそのような政治文化を通じて領国
支配を行い、幕藩制的社会秩序を確立していった。江戸中期には鳴物や贅沢を禁止するなどの統制や制限に関する法令が繰り返し発令された背景を、皆
様とご一緒に探ってみたいと思います。

忌引き（服忌）制度からみた「家」制度と親族 溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

前近代（江戸時代）には、「家」を中心にした住民把握の方法が採られていた。これを支えたのが貞享元年（1684）制定の服忌令であった。これによって親族
が亡くなった際に喪に服する期間（忌引きが及ぶ範囲）や方法が決められ、親族関係が形成されていった。この関係は忌引きと時だけでなく、日常生活にお
いても緊密な関係が保たれるようになり、為政者はこの「家」制度を利用して、武士には「親族書」の提出が義務付けられ、「家」の後継者や婚姻・縁組を決定
する際にも親族との協議が義務付けられるなど、社会的な構成体として位置づけられたのである。また、思想統制の一環としてキリシタン対策にも援用され
て貞享4年（1687）にはキリシタン遺族改の取締りが始まった。近代になっても、これが明治4年（1871）制定の戸籍法によって戸主権の強い「家」制度として継
続していったのである。

かつて足利学校で学んだ讃岐人がいた
ー寒川郡得月庵主景欧正叔という人物ー

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

室町時代、讃岐においても禅宗の地方展開が見られるが、遠く足利学校に学んだ景欧正叔という学僧がいたことはあまり知られていない。足利学校とは下
野国足利荘（現栃木県足利市）にあり、平安時代初期（もしくは鎌倉時代）に創設されたと伝えられる中世の高等教育機関で、学生数は3000人と記録される
盛況を迎えた。この頃の足利学校の様子を、キリスト教宣教師フランシスコ・ザビエルは「日本国中最も大にして最も有名な坂東のアカデミー（坂東の大学）」
と記し、海外にまでその名が知られた。足利学校では易学を学ぶために訪れる者が多く、兵学、医学なども教えたので、足利学校出身者は易学等の実践的
な学問を身に付け、戦国武将に仕えるとことがしばしばあった。景欧正叔の参禅学道行動をとおして、室町～戦国期の讃岐における政治情勢と禅宗の地方
展開の関連性について皆様とご一緒に考えてみたいと思います。

讃岐の人物史をあるく 溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

高松大学では、讃岐香川にゆかりのある人物について、その人を育てた故郷の自然や風土、歴史や文化などを現地ガイドの詳しい説明を聞きながら、その
人の人生の足跡に思いを馳せて現地をあるく講座を開いています。古代～現代まで、中山城山・岩の橋源太夫・笠置シズ子・吉村シズヱ・大平正芳氏など県
内各地で活躍された人物を取り上げて現地学習を行っています。本日は皆さんとご一緒に「讃岐の人物史」を辿ってみたいと思っております。

「金毘羅祭礼図屏風」に見られる金毘羅門前町
の店舗構成と参詣風景

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

　「金毘羅祭礼図屏風」は、金毘羅大権現の大会式（例大祭）当日の様子を描いた六曲一双の図屏風で、左隻には大門から本社に達するまでの山上の風景
が、右隻には頭人行列や門前町など山下の有様が描かれており、狩野休圓清信が金毘羅の依頼で元禄年間（1688～1703）に描いたものと伝えられてい
る。近年、絵画を「史料」として読む新しい歴史学の動きがあり、この図屏風にも248軒の建物と1492人の人物が描かれており、参道沿いの両側には職人の
家や宿屋、漆器・鉢・反物・弓矢・かんざし・鍋・道具・魚などを売る店が並び、お茶や菓子・食事を出す店もあった。参詣客のための銭両替もあり、うどん屋の
ように看板や暖簾を出して営業している店もある。また、歌舞伎・浄瑠璃・相撲・見世物小屋なども描かれ、大勢の見物客で賑わっている。このように「金毘羅
祭礼図屏風」の中には、歴史・絵画・芸能・民俗・信仰・建築・植生など様々な分野のデータが隠されており、興味は尽きない。

城下町の見方と歩き方
ー高松城下町の場合ー

溝渕利博
元高松大学教授
（現：高松大学非常勤講師）

日本の県庁所在地の大半は、近世期に建設された城下町を母胎としている。近世城下町は①城郭、②武家地、③町人地、④寺社地の4つの構成要素から
成り立っており、それぞれの内部はまた身分・格式によって細分化されている。このような近世城下町の成り立ちや士庶居住分離（ゾーニング）政策からみた
城下町の特色について、中下級の武士住居が近現代の代表的な都市住宅（庭付き一戸建て）の母体となったことや、身分ごとに番所・火消の役割が賦課さ
れ、これが近代の交番・消防団制度に繋がったこと、城下町絵図は何のために作られたのか、経済の発展につれて城下町が「武士の町」（前期）から「町人
の町」（中後期）へ変容していったことなどについて、皆様とご一緒に考えてみたいと思います。

地
域

民
俗

人
物
史

門
前
町
・
城
下
町

芸
能

教
養

文
化


